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関
西
学
院
は
1
8
8
9
年
、W
・

R
・
ラ
ン
バ
ス
が
神
戸
・
原
田
の
森

に
設
立
し
た
。創
立
者
ラ
ン
バ
ス
の

志
は
代
々
の
院
長
へ
と
受
け
継
が

れ
、現
在
の
総
合
学
園
へ
と
発
展
を

遂
げ
る
。創
立
1
2
0
周
年
を
迎
え

新
た
な
る
飛
翔
を
目
指
す
今
、礎
を

築
い
て
き
た
初
期
の
院
長
4
人
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、関
西
学
院
に
果
た

し
た
役
割
や
人
と
な
り
を
振
り
返
る
。

生
涯
を
人
に
仕
え
た

ラ
ン
バ
ス
院
長

　

ア
メ
リ
カ
・
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監

督
教
会
の
宣
教
師
、ラ
ン
バ
ス
は

1
8
8
6
年
、日
本
に
お
け
る
宣
教

活
動
の
指
導
者
と
し
て
弱
冠
32
歳
で

来
日
。神
戸
に
居
を
構
え
た
。

　

日
本
で
の
大
き
な
使
命
の
一
つ
が
、

伝
道
者
の
養
成
と
キ
リ
ス
ト
教
主
義

に
基
づ
く
男
子
教
育
を
目
的
と
し
た

学
校
の
設
立
だ
っ
た
。銀
行
の
無
担

特　　集

❶移転当時（1929年）の西宮上ケ
原キャンパス　❷高中部礼拝堂前
のソテツは、原田の森から移植され
樹齢100年以上　❸ベーツ院長の
住居だった外国人住宅1号館　❹
1918年に原田の森に建てられ、移設
されたハミル館　❺原田の森のブラ
ンチ・メモリアル・チャペル（現在は神
戸文学館）　❻原田の森当時（下）と
大学院棟前に移設された現在の門柱

（上）　❼西宮上ケ原キャンパスに
ある関西学院発祥の地記念碑

❶

❺❹❸

❻

❻

❼

❷

1 8 5 4 - 1 9 2 1
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保
融
資
、米
国
の
銀
行
家
ら
の
献
金

に
よ
り
、89
年
9
月
に
関
西
学
院
を

創
立
。国
家
主
義
的
な
風
潮
が
強
ま

る
中
、国
際
性
を
掲
げ
る
小
さ
な
学

舎
は
ラ
ン
バ
ス
院
長
と
5
人
の
教
授
、

19
人
の
学
生
・
生
徒
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。「
関く

わ
ん
せ
い
が
く
い
ん

西
学
院
」の
呼
び

名
は
、ラ
ン
バ
ス
院
長
が
2
代
目
の

吉
岡
美
国
院
長
と
と
も
に
命
名
し
た
。

　

90
年
、妻
の
病
の
た
め
志
半
ば
で

帰
国
し
、教
会
の
要
職
に
就
い
た
後

も
、ア
フ
リ
カ
や
南
米
、欧
州
、ア
ジ

ア
と
世
界
を
舞
台
に
宣
教
活
動
を

展
開
し
た
。「
世
界
市
民
に
し
て
キ
リ

ス
ト
の
使
徒
と
言
わ
れ
る
の
は
、国

境
や
人
種
、民
族
の
壁
を
超
え
た

医
療
や
教
育
、伝
道
な
ど
を
通
し

て
、そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
、苦
し
む

人
に
仕
え
て
き
た
か
ら
で
す
」と
神

学
部
の
神
田
健
次
教
授
は
評
す
る
。

そ
の
生
涯
は
ま
さ
し
く
後
に
ベ
ー

ツ
院
長
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー“M

astery for 

Service”

そ
の
も
の
だ
っ
た
。

「
敬
神
愛
人
」の
慈
父

吉
岡
院
長

　

ラ
ン
バ
ス
院
長
が
去
っ
た
学
院
を

23
年
半
に
わ
た
り
守
り
抜
い
た
の

が
2
代
目
、吉
岡
美
国
院
長
だ
。幕

末
の
武
家
に
生
ま
れ
、新
時
代
を
切

り
開
く
手
段
に
英
語
を
学
ぶ
。神
戸

で
の
英
文
紙
記
者
時
代
に
ラ
ン
バ

ス
と
出
会
い
、キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
。

関
西
学
院
の
設
立
に
も
か
か
わ
り
、

1
8
9
2
年
、院
長
に
就
任
し
た
。

　

学
院
存
続
の
危
機
は
99
年
。教
育

か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
排
除
し
よ
う
と

の
意
図
で
文
部
省
訓
令
第
12
号
が

発
令
さ
れ
る
。「
聖
書
と
礼
拝
を
放

棄
し
な
け
れ
ば
、徴
兵
猶
予
や
上
級

学
校
へ
の
入
学
資
格
を
与
え
な
い
と

い
う
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
の
弾

圧
と
い
え
る
も
の
で
し
た
」

　

訓
令
に
従
う
学
校
も
出
る
中
、吉

岡
院
長
は「
聖
書
と
礼
拝
な
く
し
て

学
院
な
し
」と
建
学
の
志
を
貫
く
。入

学
者
の
減
少
や
在
校
生
の
転
校
に
よ

り
1
9
0
9
年
に
は
卒
業
生
ゼ
ロ
と

な
る
が
、「
や
む
を
得
ざ
る
な
り
」と

毅
然
と
し
て
受
け
入
れ
た
。

　

ま
た
、武
士
的
な
気
骨
や
風
格
と

と
も
に
キ
リ
ス
ト
的
慈
愛
を
備
え
、

「
敬
神
愛
人
」の
心
で
学
生
た
ち
に

愛
情
を
注
い
だ
。ア
ル
バ
イ
ト
に
励

む
苦
学
生
た
ち
を
支
え
、牛
乳
を
販

売
す
る
た
め

に
飼
っ
て
い
た

牛
が
暴
風
雨

で
被
災
し
た

際
は
、持
ち
家

を
処
分
し
て

負
債
に
充
て

た
と
い
う
。

学
院
の
育
て
の
親

ニュ
ー
ト
ン
院
長

　

キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
へ
の
風

当
た
り
も
収
ま
り
徐
々
に
市
民
権

を
得
て
い
く
中
、カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
の
経
営
参
画
で
学
院
は

財
政
的
に
も
人
材
的
に
も
充
実
し

て
い
く
。こ
の
こ
ろ
、3
代
目
に
南
メ

ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会
宣
教
師
の
J
・

C
・
C
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
院
長
が
就
任

し
た
。学
院
創
立
時
に
初
代
神
学

部
長
と
な
り
、4
年
の
院
長
在
任
を

含
め
学
院
と
の
か
か
わ
り
は
30
年

に
及
ぶ
。

　
「
生
み
の
親
が
ラ
ン
バ
ス
先
生
な

ら
、育
て
の
親
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
先
生
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
、神
学
教
育
を
中
心

に
優
れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
、学
院

を
支
え
ま
し
た
」と
神
田
教

授
は
話
す
。常
に
自
宅
を

開
放
し
て＂
神
の
よ
う
な
生
活
と
精

神
を
傾
け
た
教
育
＂で
学
生
た
ち
を

導
き
、多
く
の
逸
材
を
育
て
上
げ
た
。

　

ま
た
、初
代
図
書
館
長
と
し
て
の

貢
献
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。大
き
な

ト
ラ
ン
ク
い
っ
ぱ
い
に
書
物
を
詰
め
て

創立当時の校舎

自助会の学生と牛舎

神
学
部

神
田
健
次
教
授

研
究
分
野
は
実
践
神
学
、エ
キ
ュ
メ

ニ
カ
ル
運
動
、現
代
の
宣
教
理
解

1 8 6 2 - 1 9 4 8
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特　　集

来
日
し
、そ
の
ま
ま
学
生
に
提
供
し
た

の
が
図
書
館
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。大

学
図
書
館
で
は
2
0
0
0
年
、ニ
ュ
ー

ト
ン
院
長
の
名
を
冠
し
た
賞
を
創
設

し
、学
生
・
生
徒
か
ら
文
章
を
募
集
し

て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
提
唱

ベ
ー
ツ
院
長

　

4
代
目
の
C
・
J
・
L
・
ベ
ー
ツ
院

長
は
、ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
の
提
唱

者
と
し
て
知
ら
れ
る
。カ
ナ
ダ
・
メ

ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
宣
教
師
で
あ
り
、

同
教
会
の
学
院
経
営
参
画
と
同
時

に
赴
任
し
た
。新
設
の
高
等
学
部
長

と
し
て
1
9
1
2
年
、高
等
学
部
の

た
め
に
提
唱
し
た
言
葉
が
、後
に
院

長
就
任
と
と
も
に
学
院
全
体
の
ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
と
な
っ
た
。

　

当
時
、学
院
の
悲
願
は
大
学
へ
の

昇
格
だ
っ
た
。29
年
、第
一
段
階
と

し
て
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

転
す
る
。周
辺
に
広
が
る
果
樹
園
と

キ
ャ
ン
パ
ス
と
を
隔
て
る
垣
根
の
な

い
広
々
と
し
た
新
天
地
を
、ベ
ー
ツ

院
長
は“W

e have no fences.”

と
誇
っ
た
と
い
う
。「
こ
の
考
え
方

は
、新
基
本
構
想
で
目
指
す
大
学
像

『
垣
根
な
き
学
び
と
探
究
の
共
同
体

の
実
現
』に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
」

　

大
学
昇
格
に
奔
走
す
る
一
方
、自

ら
の
人
脈
で
キ
リ
ス
ト
者
の
学
者
、

河
上
丈
太
郎
ら
を
招
き
、大
学
に

ふ
さ
わ
し
い
学
問
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
も
尽
力
。32
年
に
文
部
省
の

認
可
を
受
け
て
大
学
開
設
を
果
た

し
、34
年
に
は
初
代
学
長
を
兼
務

し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
直
前
の
40
年
12
月
、

職
を
辞
し
て
神
戸
港
か
ら
帰
国
。

“K
eep this holy fire burning.”

（
こ
の
聖
な
る
火
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
に
）の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
。聖

な
る
火
の
意
味
す
る
も
の
、そ
れ
は

ラ
ン
バ
ス
院
長
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
建
学
の
理
念
に
違
い
な
い
。

―新基本構想で制定された
　ミッションステートメントとは。
　関西学院のアイデンティティーを語り、どうい
う目的で、なぜ存在しているのかを短い言葉で
伝えています。私たちが関西学院を共に感じる
こと、それがミッションステートメントを通じて実
現したいことです。

―なぜ今の時期なのでしょうか。
　学院の規模が大きくなるにつれて一体感は
薄れがちです。創立120周年という大切な年
に、あらためて建学の精神や私たちの持つ価
値、追求するミッションを明らかにします。ミッショ
ンステートメントは、私たち一人一人がキリスト
教主義に基づく「学びと探究の共同体」の一
員として、同じ方向に進んでいることを確認す
る北極星のようなものです。授業やイベントを
通じ、「世界市民とは」「人生の目標は」と具体
的に考える機会をつくっていきたいと思います。

―来年、院長として
　2期目を迎えます。抱負は。
　新基本構想の実現に向けた取り組みが中
心となります。中でも、やはりミッションステート
メントの浸透が私の大きな課題です。この浸
透については3段階で考えています。第一は、

「学びと探究の共同体」の人々が、私たち関
西学院のミッションステートメント、スクールモッ
トー、めざす人間像をまず知ることです。第二
段階は、それらが意味していることを理解し、受
容すること。最後に
は、自分の人生に
適用し、実践・体現
しようとすることで
す。創立125周年
を迎える2014年
に向けて、皆さんと
一緒に取り組みた
いと思っています。

1 8 7 7 - 1 9 6 3

未
来
へ
の
道
を
示
す

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

創
立
1
2
0
周
年
の
今
、新
基
本
構
想
を
定
め
る
に
当
た
り
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
）を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。

第
15
代
、ル
ー
ス・
M
・グ
ル
ー
ベ
ル
院
長
に
話
を
聞
い
た
。

◆ミッションステートメント／関西学院は、キ
リスト教主義に基づく「学びと探究の共同
体」として、ここに集うすべての者が生涯をか
けて取り組む人生の目標を見出せるよう導
き、思いやりと高潔さをもって社会を変革す
ることにより、スクールモットー＂Mastery for 
Service＂を体現する、創造的かつ有能な世
界市民を育むことを使命とします。
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W
・R
・ラ
ン
バ
ス

瀬
戸
内
伝
道
圏
構
想

　
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会
は
、西

日
本
を
伝
道
地
と
し
て
い
た
。来
日

し
た
ラ
ン
バ
ス
は
、瀬
戸
内
海
を
通

し
て
主
要
な
地
方
都
市
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
よ
く
、2
年
後
に
は
東
京
ま
で

東
海
道
線
が
開
通
す
る
と
い
う
陸

海
交
通
の
要
所
、ま
た
世
界
に
通
じ

る
港
で
あ
る
神
戸
を
拠
点
に
、次
々

と
教
会
や
学
校
の
創
設
を
進
め
て

い
く
。日
本
に
お
け
る
宣
教
師
と
し

て
の
ラ
ン
バ
ス
に
は「
瀬
戸
内
伝
道

圏
構
想
」と
呼
べ
る
確
固
と
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

最
期
の
言
葉

　
ア
ジ
ア
訪
問
中
に
発
病
し
、1
9

2
1
年
9
月
、横
浜
で
永
眠
。遺
骨

は
関
西
学
院
に
運
ば
れ
、神
学
部
講

堂
で
告
別
式
が
行
わ
れ
た
後
、母

が
眠
る
中
国
・
上
海
へ
。ニ
ュ
ー
ト

ン
ら
が
見
守
る
中
、最
期
の
言
葉

は“I sh
a
ll b
e

 c
o
n
sta
n
tly 

w
atching.”

（
常
に
見
守
っ
て
い
よ

う
）だ
っ
た
。

15
歳
の
こ
ろ
の
書
簡

　
ア
メ
リ
カ
・
テ
ネ
シ
ー
州
の
高
校

に
通
っ
て
い
た
ラ
ン
バ
ス
が
中
国
の

両
親
に
あ
て
た
手
紙
。「
私
は
全
力

を
尽
く
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。ま

た
、で
き
る
限
り
時
間
と
労
力
と
お

金
を
上
手
に
使
う
よ
う
努
め
て
い

ま
す
」と
書
い
て
い
る
。

　
英
語
を
ま
ず
左
か
ら
右
へ
と
横
書

き
し
、そ
の
後
、向
き
を
変
え
て
重

ね
書
き
。裏
に
も
書
い
て
1
枚
の
紙

を
有
効
に
使
っ
て
い
る
。

辞
書

　
日
本
で
共
に
伝
道
活
動
に
従
事

し
た
父
、J
・

W
・
ラ
ン
バ

ス
の
日
本
語

学
習
用
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ラ
ン
バ
ス
本

人
や
父
の
直

筆
が
残
る
。

薬
び
ん

　
医
師
で
も
あ
っ
た
ラ
ン
バ
ス
。ア

フ
リ
カ
で
の
医
療
伝
道
に
携
行
し
た
。

吉
岡
美
国

敬
神
愛
人

　「
敬
神
愛
人
」を

生
涯
の
標
語
と
し
、

好
ん
で
揮
毫
し
た
。

そ
の
書
は
、中
学
部

本
館
玄
関
と
高
中

部
礼
拝
堂
横
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

慈
父
と
し
て

　
「
慈
父
」
と
も
呼
ば
れ
、学
生
一

人
一
人
に
細
や
か
な
愛
情
を
注
い

だ
。中
学
部
卒
業
生
で
聖
路
加
国

際
病
院
名
誉
院
長
の
日
野
原
重
明

さ
ん
の
父
親
、善
輔
さ
ん
が
在
学
中

に
寮
で
重
病
に
か
か
っ
た
時
、自
宅

に
引
き
取
っ
て
看
病
し
た
の
は
有

名
な
話
だ
。

英
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

　
英
語
の
達
人
で
も
あ
り
、ニ
ュ
ー

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
遺
品
か
ら

4
人
を
し
の
ぶ

関
西
学
院
に
は
、4
人
の
院
長
に
ま
つ
わ
る

数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
り
継
が
れ
、遺
品
類
も
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、子
孫
と
の
交
流
も
続
い
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
、人
柄
や
暮
ら
し
ぶ
り
を
し
の
ぶ
。
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特　　集

ヨ
ー
ク
の
フ
ラ
ン

ク
・
ラ
ン
バ
ー
ト
に

よ
っ
て
開
発
さ
れ
た

英
文
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
を
愛
用
。一
体

型
の
キ
ー
ボ
ー
ド
が

特
徴
で
、木
製
ケ
ー

ス
に
納
め
ら
れ
て

お
り
、簡
単
に
持
ち

運
び
で
き
る
。

拡
大
鏡

　
読
書
が
好
き
で
、目
が
悪
く
な
っ

た
晩
年
は
、毎
日
朝
食
後
、英
字
新

聞
を
虫
め
が
ね
で
見
な
が
ら
、流
暢

な
発
音
で
読
ん
で
い
た
と
い
う
。

吉
岡
記
念
館

　
1
9
2
9
年
に
建
設
さ
れ
た
宗

教
館
を
2
0
0
6
年
全
面
改
築
し
、

吉
岡
記
念
館
と
命
名
。学
院
の
キ
リ

ス
ト
教
主
義
教
育
を
推
進
す
る
機

能
が
集
ま
っ
て
い
る
。

J
・
C
・
C
・ニュ
ー
ト
ン

ア
ト
ラ
ン
タ
の
家

　
1
9
2
3
年
に

ニ
ュ
ー
ト
ン
夫
妻
が

神
戸
港
か
ら
帰
国

す
る
際
、見
送
り
は

2
0
0
0
人
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

　
帰
国
後
は
ア
ト
ラ

ン
タ
の
娘
の
家
に
身
を
寄
せ
、西
の
方

角
の
窓
か
ら
日
本
の
た
め
、学
生
の
た

め
に
祈
っ
て
い
た
と
い
う
。“I w

a
n
t 

to

 g
o

 to

 h
e
a
v
e
n

 th
ro
u
g
h

 

K
w
a
n
se
i G
a
k
u
in
.”

（
関
西
学
院

を
通
っ
て
天
国
に
い
き
た
い
）と
い
う

言
葉
を
残
し
た
。

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト

　
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
愛
用
の

イ
ギ
リ
ス
製
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
は
専
用

の
ホ
ル
ダ
ー
に
入
れ
て
保
管
さ
れ
て

い
た
た
め
、美
し
い
状
態
に
保
た
れ

て
い
る
。シ

ル
ク
ハ
ッ

ト
を
手
に

し
た
写
真

も
残
っ
て

い
る
。

資
料
2
千
点
が
米
国
の
学
校
に

　
ア
メ
リ
カ
・
ノ

ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ナ
大
学
チ
ャ
ペ
ル

ヒ
ル
校
の
准
教
授

で
、23
年
前
に
1

年
間
高
等
部
へ
の

留
学
経
験
を
持

つ
ダ
ニ
エ
ル・ボ
ッ
ツ
マ
ン
さ
ん（
日
本

近
世
史
専
攻
）が
7
月
、関
西
学
院

を
訪
れ
た
＝
写
真
右
。同
准
教
授
の

大
学
は
、ニ
ュ
ー
ト
ン
院
長
に
関
す

る
資
料
約
2
千
点
を
所
蔵
し
て
お

り
、講
義
で
資
料
と
し
て
活
用
し
て

い
る
そ
う
。「
資
料
を
も
と
に
、関
学

と
共
同
研
究
や
学
術
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

C
・J
・L・ベ
ー
ツ

絵
画

　
風
景
画
を
好
ん
で
描
い
た
。水
彩

画
5
点
、油
彩

画
1
点
、ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク

2
冊
が
今
年

6
月
に
曾
孫

か
ら
寄
贈
さ

れ
た
。

祖
父
と
孫
に
名
誉
博
士
学
位

　
1
9
5
9
年
、学
院
創
立
70
周
年

の
際
に
ベ
ー
ツ
院
長
が
来
学
。名
誉

博
士
学
位
第
1
号
が
贈
ら
れ
、そ
の

学
位
記
は
創
立
1
0
0
周
年
時
に

遺
族
か
ら
学
院
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
42
年
後
の
2
0
0
1
年
に
は
、

ベ
ー
ツ
院
長
の
孫
で

カ
ナ
ダ
・
マ
ギ
ル
大

学
教
授
の
ア
ル
マ
ン・

デ
メ
ス
ト
ラ
ル
さ
ん

（
国
際
法
）に
29
番

目
の
名
誉
博
士
学
位

を
授
与
＝
写
真
左
。

式
典
に
は
祖
父
愛
用

の
ガ
ウ
ン
で
臨
ん
だ
。

　
デ
メ
ス
ト
ラ
ル
さ
ん
は「
関
学
の

話
は
よ
く
聞
い
た
。関
学
の
た
め
に

何
か
し
た
い
」と
、学
院
と
マ
ギ
ル
大

学
と
の
協
定
締
結
等
に
尽
力
。10
月

に
は
法
学
部
の
公
開
講
演
会
で
話
を

し
た
。

い
す

　
右
は
住

居
で
、左

は
院
長
室

で
愛
用
し

て
い
た
。
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2009年度入学生調査

関西学院大学総合教育研究室は、今年度から新たに4月
に入学した学生の調査を実施した。この調査は、教育や
友人関係、課外活動などが個人に与える影響と個人特性
との関係を捉えるためのもの。入学生全員5,559人を
対象にアンケートを郵送。3,416人から回答があり、回
収率は61％だった。この調査は2年次終了後、4年次の
卒業直前にも継続して実施する。

 関西学院大学を選んだ第一の理由

 職業についての考え

 各活動の重視度

無効・無回答

学部・学科の内容に興味があった

就職がいいから

社会的な評判が良いから

自宅から通える

偏差値で選んだ

キャンパスがきれい

その他

両親に勧められた

資格取得につながる
無効・無回答

学部・学科の内容に興味があった

就職がいいから

社会的な評判が良いから

自宅から通える

偏差値で選んだ

キャンパスがきれい

その他

両親に勧められた

資格取得につながる

無効・無回答

まだ何も考えていない

大学院に進学したい

独立してやっていきたい

小さくても自分の能力や技能を生かせる
会社に勤めたい

公務員のような安定した職業に就きたい

とりあえず大きな会社に勤めたい

就きたい職種・職業がある

無効・無回答

まだ何も考えていない

大学院に進学したい

独立してやっていきたい

小さくても自分の能力や技能を生かせる
会社に勤めたい

公務員のような安定した職業に就きたい

とりあえず大きな会社に勤めたい

就きたい職種・職業がある

0 20 40 60 80 100

講義

語学の授業

ゼミナール

クラブ・サークル

アルバイト

趣味

資格取得

人間関係

0 20 40 60 80 100
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語学の授業

ゼミナール

クラブ・サークル

アルバイト

趣味

資格取得

人間関係

とても重視する

あまり重視しない

やや重視する

まったく重視しない

わからない

無効・無回答
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就職の窓

40
社
ほ
ど
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し

た
が
、
数
が
少
な
く
、
苦
戦
の

要
因
と
な
り
ま
し
た
。
体
育
会
に
所
属

し
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、現
実
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
。 　

面
接
で
は
「
自
分
ら
し
く
、
嘘
を
つ

か
ず
に
話
そ
う
」と
心
が
け
ま
し
た
。
で

も
志
望
動
機
が
曖
昧
で
、
な
か
な
か
内

定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
４
月
下

旬
に
は
持
ち
駒
が
な
く
な
り
、
途
方
に

暮
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
あ
る
先
輩
の
ご
厚

意
で
い
ろ
い
ろ
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
保
険
業
界
の
説
明
も
受
け
、

人
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
に
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

影
響
で
活
動
が
中
断
す
る
な
ど
波
乱

も
あ
り
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
に
内
定

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
う

れ
し
い
半
面
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

熱
意
あ
ふ
れ
る
社
員
の
方
々
と
共
に
頑

張
っ
て
み
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
早
い
段
階
か
ら

多
く
の
企
業
を
回
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
学
業
と
ク
ラ
ブ
、
就
職

活
動
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
続
け
る
こ
と
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

自
己
分
析
を
す
る
際
、
気
づ
か
な

い
け
ど
重
要
な
の
が
、
家
族
の

視
点
で
す
。　

母
と
話
し
て
い
る
時

に
言
わ
れ
た
一
言
が
自

己
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

商
社
の
面
接
で
は
「
あ

な
た
の
ど
ん
な
所
が
こ

の
会
社
で
生
か
せ
る
と

思
う
か
」
と
よ
く
聞
か

れ
ま
し
た
。「
英
語
力
」

「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」な
ど
を
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
が

最
終
的
に
評
価
さ
れ
た
の
は
「
好
奇
心

旺
盛
な
性
格
」で
し
た
。
母
に
言
わ
れ

る
ま
で
、
そ
ん
な
こ
と
は
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
だ
と
は
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

商
社
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
好
奇
心

旺
盛
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
種
を
見
つ
け
、
そ
れ
が
仕
事
に
つ

な
が
り
ま
す
。
母
か
ら「
昔
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
ト
ラ
イ
し

て
い
た
よ
ね
」と
教
え
て
も
ら
い
、
自
己

ア
ピ
ー
ル
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
面
接
が
う
ま
く
い
き
は
じ
め
ま
し
た
。

　

就
活
は
自
分
を
知
る
絶
好
の
機
会
。

「
自
分
を
も
っ
と
知
っ
て
や
ろ
う
」
と

い
う
意
気
込
み
が
あ
れ
ば
、
つ
ら
い

こ
と
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

公
務
員
か
民
間
企
業
か
で
進

路
を
迷
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
3
年
生
の
秋
か
ら
「
食
品

業
界
」に
絞
っ
て
就
職
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、

3
年
生
の
時
に
受
講
し

た
「
学
際
ゼ
ミ
0
0
1

次
世
代
の
た
め
の
公
共

政
策
論
」の
授
業
で
す
。

食
料
自
給
率
を
調
べ
た

時
に
「
こ
の
ま
ま
で
は

日
本
の
食
料
問
題
が
危

な
い
。
何
と
か
し
た
い
」と
強
く
思
い
、

生
産
現
場
に
近
い
会
社
を
中
心
に
受
け

ま
し
た
。

　

周
り
は
農
学
部
の
学
生
が
多
く
、
社

会
学
部
の
私
は
珍
し
が
ら
れ
ま
し
た
が
、

食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
の
自
給
率
を
調
べ
た

こ
と
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、
入
社
し
て

か
ら
何
が
し
た
い
の
か
を
自
分
の
言
葉

で
伝
え
ま
し
た
。
3
年
生
に
な
っ
て
か

ら
少
人
数
の
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
を
多
く

履
修
し
て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
の
討
論

も
就
職
活
動
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に

と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

　

食
品
業
界
に
絞
っ
た
の
は
、
一
種
の

「
賭
け
」で
し
た
。
会
社
側
に
こ
の
業
界

が
不
向
き
と
判
断
さ
れ
る
と
全
滅
で

し
た
の
で
。
し
か
し
、
絞
っ
た
か
ら
こ

そ
、
1
回
ず
つ
の
面
接
を
本
気
で
取
り

組
め
た
と
思
い
ま
す
。

第一生命保険に内定

中部飼料に内定

三井物産に内定

商学部4年生

桑本貴隆さん

社会学部4年生

北村義規さん

法学部4年生

樋口祥子さん
今年度の就職戦線も終盤に入った。

進路が決まった4年生に、
就職活動を振り返ってもらった。
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キャンパスの秋
黄昏色に染まった樹々も校舎も、
金木犀の甘い香りをまとっている。
一日一日、秋は深まっていく。

移ろう季節に沿うように、空のキャ
ンバスに描かれる模様も変わる。

Autumn at Kwansei Gakuin 10



光にそよぐ銀色の穂。

Autumn at Kwansei Gakuin11



　

今
年
の
8
月
か
ら
1
カ
月
間
、
中

国
の
貧
困
問
題
解
決
を
目
指
す
社

会
起
業
N
P
O
“Ve

n
tu
re
s

 in 

D
evelo

p
m
en
t

”の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
た
。

　

こ
の
N
P
O
は
、中
国
北
西
部
の
チ

ベ
ッ
ト
族
の
村
で
、「
ヤ
ク
」の
乳
製
品
や

柔
毛
を
使
っ
た
製
品
開
発
な
ど
を
通
じ

て
、貧
困
地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
自
立
を

支
援
し
て
い
る
。永
田
さ
ん
は
、製
品
を

上
海
市
内
の
日
本
人
に
販
売
す
る
た
め

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
。日
本
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
調
査
を
し
た
り
、得
意

の
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ノ
を
演
奏

し
、訪
れ
た

客
へ
ヤ
ク
の

チ
ー
ズ
を
提

供
し
た
り
し

て
、顧
客
開
拓
に
努
め
た
。

　

活
動
か
ら
は「
商
品
の
背
景
に
あ
る
貧

困
問
題
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

活
動
に
賛
同
し
て
く
れ
る
人
と
の
つ
な
が

り
が
大
切
」だ
と
実
感
。「
自
分
も
何
ら
か

の
形
で
社
会
起
業
家
と
し
て
活
躍
し
た

い
」と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

　

約
10
年
前
、二
人
は
中
学
校
の
教
師
と

教
え
子
。谷
口
さ
ん
が
前
田
さ
ん
の
担
任

と
し
て
、1
年
と
3
年
の
時
に
指
導
し
た
。

今
は
、谷
口
さ
ん
が
紛
争
解
決
プ
ロ
グ
ラ

ム
、前
田
さ
ん
が
タ
イ
の
孤
児
院
に
サ
ッ

カ
ー
場
を
建
設
す
る
活
動
に
取
り
組
む
。

同
じ
関
学
生
と
し
て
月
に
1
回
、食
堂
で

活
動
の
こ
と
や
勉
強
の
こ
と
な
ど
情
報
交

換
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

前
田
さ
ん
に
つ
い
て
、谷
口
さ
ん
は「
当

時
か
ら
自
分
で
切
り
開
く
力
が
あ
っ
た
」

と
振
り
返
る
。前
田
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、

J
リ
ー
グ
や
海
外
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

グ
で
活
躍
。「
サ
ッ
カ
ー
で
社
会
貢
献
を
し

た
い
」と
考
え
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
商
品
を
販
売
し
た
り
、ホ
ー
ム

レ
ス
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー「
野

武
士
ジ
ャ
パ
ン
」の
コ
ー
チ
を
し
た
り
、多

彩
な
活
動
に
取
り
組
む
。

　
「
同
窓
会
と
い
う
と
昔
話
で
盛
り
上
が

る
け
ど
、私
た
ち
は
会
え
ば
、今
や
こ
れ

か
ら
の
話
ば
か
り
し
て
い
る
」と
谷
口
さ

ん
。二
人
と
も「
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
、

一
緒
に
社
会

貢
献
活
動

を
し
た
い
」

と
目
を
輝

か
せ
て
い
る
。

か
つ
て
の
師
弟
が
関
学
で
再
会

活
動
や
夢
を
語
り
合
う
仲
間
に

社
会
起
業
家
を
目
指
し
て

中
国
の
N
P
O
で
就
業
体
験

永田有吾さん

法学部2年生

谷口真紀さん

言語コミュニケーション文化
研究科博士課程後期課程

前田高孝さん

人間福祉学部1年生

12



　

9
月
5
日
～
15
日
に
、台
北
で
開
催

さ
れ
た
聴
覚
障
が
い
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、リ
レ
ー
2
種
目

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
入
賞
を
果
た
し
た
。

「
中
学
校
の
陸
上
部
の
顧
問
に
陸
上
競

技
を
勧
め
ら
れ
、楽
し
さ
に
目
覚
め
ま
し

た
」。大
学
で
も
陸
上
競
技
部
で
練
習
を

続
け
て
い
る
。

　

得
意
種
目
は
百
㍍
と
2
百
㍍
。大
会

で
は
、男
子
百
㍍
と
男
子
4
×
百
㍍
リ

レ
ー
、男
子
4
×
4
百
㍍
リ
レ
ー
の
3

種
目
に
出
場
。リ
レ
ー
で
は
、2
種
目
と

も
決
勝
進
出
、4
×
百
㍍
リ
レ
ー
で
は

43
秒
51
で
6
位
、4
×
4
百
㍍
リ
レ
ー

で
は
3
分
24
秒
21
で
5
位
に
入
賞
。百

㍍
は
準
決
勝
に
進
出
し
、11
秒
21
を
記

録
。決
勝
進
出
は
逃
し
た
が
、総
合
9
位

に
入
っ
た
。「
2
0
1
3
年
の
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ア
テ
ネ
大
会
で
は
、今
大
会
の

経
験
を
糧
に
、世
界
一
を
目
指
し
、練
習

に
励
み
た
い
。陸
上
競
技
の
楽
し
さ
も
積

極
的
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
ん

で
い
る
。

　

政
治
学
科
に
入
学
し
た
が
、同
級
生
に

司
法
試
験
の
教
材
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
法
律
の
勉
強
を
始
め
た
。

「
弁
護
士
に
な
っ
た
の
は
自
分
で
も
想
定

外
で
し
た
。知
れ
ば
知
る
ほ
ど
深
い
法
律

の
魅
力
に
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
」。2
0
0
0
年
に
大
阪
市
に
個
人

事
務
所
を
設
立
。関
学
大
で
非
常
勤
講
師

や
学
生
の
法
律
相
談
も
担
当
し
て
い
る
。

　

高
校
1
年
生
の
時
に
関
学
О
B
の
塾

の
先
生
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
連
れ
て
き
て
も

ら
い
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ひ
と
目
ぼ
れ
」し

て
入
学
。自
他
共
に
認
め
る
関
学
好
き
で
、

事
務
所
の
応
接
室
に
は
関
学
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
飾
っ
て
い
る
。「
相
談
者
と
も
関
学

の
話
で
盛
り
上
が
り
、そ
の
会
話
を
き
っ

か
け
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」。

弁
護
士
に
な
っ
た
こ
と
、事
務
所
の
開
設
、

N
H
K
の
番
組
出
演
な
ど
、常
に
人
と
人

と
の
縁
の
大
切
さ
を
感
じ
な
が
ら
弁
護

士
業
務
に
勤
し
ん
で
い
る
。

人
の
縁
の
大
切
さ
を
感
じ
な
が
ら

弁
護
士
と
し
て
活
躍

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
3
種
目
に
活
躍

ア
テ
ネ
大
会
で
は
世
界
一
を

重田竜佳さん

人間福祉学部1年生

小島幸保さん

1995年法学部卒
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私の研究課題
　「地球はどういう構造をしてい

るのか?」、「いつ、どういうプロセ

スを経て現在の地球になったの

か?」という問題について、化学

的なアプローチから研究を進めて

います。身近にある岩石や鉱物

は、地球の歴史を記録した「タイ

ムカプセル」です。黙っていても

何も話してくれない「石ころ」です

が、分析機器を使って問いかけて

やることにより、年代や化学組成

といった情報を引き出すことがで

きるのです。実験によって集めた

データを統合して、「どのようにし

て岩石が作られたのか」というモ

デルを考えます。近年、環境問題

がクローズアップされていますが、

地球の成り立ちを明らかにするこ

とは、未来の地球環境を予測す

る上で重要であると考えています。

学生へのメッセージ
　大学進学率が5割を超え、もは

や「大学を卒業した」というだけで

ステイタスを得られる時代ではなく

なりました。大学の起源は、12世

紀ごろのヨーロッパで「自ら学び

たい」という人たちが集まって、自

発的にできたコミュニティです。現

代の大学においても、その根底

に流れる思想は変わらないと思い

ます。一生に一度しか経験するこ

とができない貴重な青春時代を、

この「関学」というコミュニティで

仲間や先生とともに切磋琢磨し

ながら過ごす。そのような素敵な

共同体の一員であることに幸せ

を感じます。関学生であるというこ

とが引き続き高いステイタスであ

るように、私も学生の皆さんと共

に、このラーニングコミュニティで

努力したいと思います。

　

研
究
室
の
大
き
な
テ
ー
マ
は「
地
球
環

境
の
化
学
」で
す
。壷
井
研
究
室
で
は
代
々
、

分
析
化
学
の
手
法
で
、岩
石
の
年
代
測
定

や
成
因
の
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
が
、今
年

は「
環
境
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
重
点
を

置
き
、岩
石
に
加
え
て
、「
湧
き
水
」「
貝
殻
」

「
日
本
酒
」の
化
学
分
析
を
し
て
い
ま
す
。

4
年
生
4
人
は
、そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
テ
ー
マ

を
決
め
て
研
究
し
て
い
ま
す
。岩
石
を
研
究

す
る
学
生
も
、新
し
い
手
法
で
鉱
物
の
中
に

含
ま
れ
る
水
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、今

年
の
研
究
室
は
あ
る
意
味「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
年
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
湧
き
水
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。兵

庫
県
内
の
名
水
と
い
わ
れ
る
灘
や
丹
波
の

湧
き
水
を
採
取
し
て
、誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ

質
量
分
析
計
と
い
う
分
析
装
置
に
か
け
ま

す
。特
に
環
境
と
関
連
す
る
亜
鉛
、マ
ン
ガ

ン
な
ど
の
元
素
を
分
析
し
、地
域
に
よ
っ
て

ど
ん
な
成
分
の
違
い
が
出
て
く
る
の
か
、卒

業
研
究
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。貝
殻
や

日
本
酒
の
研
究
を
し
て
い
る
4
年
生
も
産

地
ご
と
の
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
分
析
し
て
い

ま
す
。

　

質
量
分
析
計
は
、今
年
初
め
て
研
究
室

に
導
入
さ
れ
た
の
で
、み
ん
な
で
試
行
錯

誤
を
し
な
が
ら
使
っ
て
い
ま
す
。お
か
げ
で

「
考
え
る
力
」が
つ
い
て
き
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。新
し
い
こ
と
を
新
し
い
方
法
で
一

か
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
は
、い
い
経
験
だ
と

思
い
ま
す
。

　

研
究
室
は
、大
学
院
生
を
含
め
て
6
人

と
小
規
模
な
の
で
、と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
す
。先
生
に
は
い
つ
も「
自
分
で
考
え
、自

分
か
ら
行
動
す
る
」こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。今
や
っ
て
い
る
研
究
を
来
年

入
っ
て
く
る
後
輩
た
ち
に
い
い
形
で
引
き
継

げ
る
よ
う
に
、残
り
数
カ
月
、自
分
た
ち
で

考
え
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

建部しおりさん
理工学部4年生

つぼい・もとひろ  理工学部准教授。和歌山県出身。名古屋大学理学部地球
惑星科学科卒業、同大学院理学研究科博士前期課程修了、同大学院環境
学研究科博士後期課程修了、2005年博士（理学）。関西学院大学理工学
部専任講師を経て09年4月より現職。専門は分析化学、地球化学、岩石学。
日本分析化学会、日本化学会、日本地質学会、アメリカ鉱物学会等に所属。

分
析
化
学
で
地
球
環
境
を
考
え
る

Our Favorite Professor

理工学部　壷井基裕ゼミ
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私
は「
社
会
と
は
、○
○
が
当
た

り
前
だ（
し
皆
も
そ
う
思
っ

て
い
る
）と
思
っ
て
い
る
人
（々
の
諸

関
係
）」だ
と
考
え
て
い
ま
す
。人
々

の
間
で
自
明
視
さ
れ
る
こ
と
は
、時

代
や
地
域
ご
と
に
違
い
ま
す
。で
は

な
ぜ
、そ
の
時
そ
の
場
で
そ
の
社
会

通
念
が
成
立
し
た
の
か（
し
て
い
る
の

か
）。社
会
学
は
そ
ん
な
問
い
か
ら
始

ま
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

た
と
え
ば「
ヤ
ン
キ
ー
」と
呼
ば
れ
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。常
識
的
に
は「
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク（
自
国
的
）を
志
向
す
る
」や

や
強
面
な
人
々
で
あ
り
、「
関
西
出
自
」

と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。で
は

な
ぜ
、ア
メ
リ
カ（
北
部
）人
を
指
す
ヤ

ン
キ
ー
な
の
で
し
ょ
う
か
。河
内
弁
の
語

尾「
〜
や
ん
け
」か
ら
の
転
訛
で
あ
っ
て

ア
メ
リ
カ
と
は
無
関
係
と
い
う
説
も
あ

れ
ば
、70
年
代
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
ア
メ
リ

カ
村
に
た
む
ろ
し
た
若
者
た
ち
に
由
来

す
る
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
私
は
、や
は
り
ヤ
ン
キ
ー
は

ア
メ
リ
カ
、と
り
わ
け
首
都
圏
の
基
地

か
ら
新
宿
な
ど
へ
と
く
り
だ
し
た
米

兵
た
ち（
の
私
服
・
遊
び
着
）に
影
響
を

受
け
て
、70
年
前
後
に
日
本
の
一
部
の

若
者
た
ち
の
間
で
流
行
し
た
独
特
な

服
装
・
髪
型（
リ
ー
ゼ
ン
ト
な
ど
）で
あ

る
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
タ
イ
ル
が
発
祥
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

起
源
が
忘
却
さ
れ
て
い
く
中
で
、（
ヤ
ン

キ
ー
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好
む
）不
良
っ
ぽ

い
若
者
た
ち
＝
ヤ
ン
キ
ー
と
な
っ
て
い

き
、特
に
関
西
を
中
心
に
そ
の
ス
タ
イ

ル
が
継
承
・
展
開
さ
れ
、80
年
代
に
そ

れ
が
全
国
化
し
た
と
い
う
の
が
私
の
説

で
す
。

　

と
考
え
て
く
る
と
、
現
在
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
と
さ
れ
る

ヤ
ン
キ
ー
も
、戦
後
日
本
の
ア
メ
リ
カ

ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。関
西
学

院
大
学
先
端
社
会
研
究
所
で
は「
戦
争

が
生
み
出
す
社
会
」と
い
う
共
同
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、私
は
米
軍
基
地
の

日
本
の
生
活
文
化
に
与
え
た
影
響
に
興

味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、私
は
大
学
ま
で
を
関

西
で
過
ご
し
た
の
で
す
が
、卒
業
後
上

京
し
て「
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
が
12 

ch

じ
ゃ
な
い
！?
」と
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

関
東
で
教
育
テ
レ
ビ
が
3
ch
と
な
っ
た

の
は
、現
在
の
テ
レ
ビ
東
京
が
開
局
す

る
1
9
6
4
年
ま
で
、V
H
F

12 

ch

の
帯
域
は
米
軍
の
レ
ー
ダ
ー
の
た
め
に

キ
ー
プ
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

F
E
N（
A
F
N
）が
な
か
な
か
受
信
で

き
な
い
関
西
と
、聴
け
て
当
た
り
前
の

首
都
圏
と
が
異
な
る
社
会
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　

米
軍
放
送
の
圏
外
だ
っ
た
関
西
だ
か

ら
こ
そ
、そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
は
想
像

も
つ
か
な
い
よ
う
な
、ヤ
ン
キ
ー
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
独
自
な
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的
進
化

（
?
）が
あ
っ
た
の
で
は
、な
ど
と
も
最

近
は
考
え
て
い
ま
す
。

スカイセミナー

なんば・こうじ  1961年大阪市生まれ。84年（株）博報堂に入社。96年から関西学院大学
社会学部教員に。東京大学大学院社会学研究科修士課程修了。博士（社会学）。著書に『ヤ
ンキー進化論』（光文社新書）、『創刊の社会史』（ちくま新書）、『族の系譜学』（青弓社）、

『「広告」への社会学』（世界思想社）、『「撃ちてし止まむ」』（講談社選書メチエ）、共編著書
に『博覧の世紀』（梓出版社）、『メディア文化を読み解く技法』（世界思想社）などがある。

※日本航空グループの機内誌『Skyward』に年8回
掲載する関西学院の企画広告を転載したものです。

社会を学問するのが、
社会学。
では、その社会とは

社会学部教授

難波功士

15



関
西
学
院
大
学
は
、今
年
度
か
ら
ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー“M

astery for 

Service”

を
実
践
す
る
、学
生
の
創
意
工

夫
に
基
づ
く
企
画
・
活
動
を
募
集
し
、1

件
当
た
り
年
額
10
〜
50
万
円
程
度
を
支

援
す
る
制
度
を
始
め
た
。　

　

71
件
の
応
募
の
中
か
ら
7
月
21
日
、19

件
が
採
択
さ
れ
た
。学
生
が
自
主
的
に
企

画
・
運
営
す
る
も
の
で
、原
則
と
し
て
来
年

1
月
末
日
ま
で
に
終
了
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
対
象
。採
用
通
知
式
で
杉
原
左
右
一
学

長
は
、採
択
者
に「
マ
ス
タ
リ
ー
・
フ
ォ
ア
・

サ
ー
ビ
ス
の
精
神
を
大
切
に
、そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
実
現
に
向
け
て
、し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」と
激
励
し
た
。

　関西学院は、さらなる国際化

を目指し、海外同窓会支部と連

携した「海外支援ネットワーク」

を9月28日に設立した。関西学

院のビジョンをまとめた「新基

本構想」に掲げる国際化推進を

バックアップする。

　同ネットワークには、現在20

支部ある海外同窓会支部が参

加する。学院の学生・生徒・児童

および教職員の海外派遣支援

や現地でのキャリアサポートの

ほか、受入拡大が計画されてい

る留学生に対し、同窓会活動へ

の参加を積極的に誘うなど、学

院の国際化事業の推進に寄与

する。専用のウェブサイトも新た

に設置し、情報共有も促進して

いく予定。

　社会学部は2010年に創設

50周年を迎えるにあたり、次の

ような記念事業を予定し、取り

組みを始めている。

▷『社会学部の50年‒写真と回想で
綴る半世紀の歩み‒』の編集、出版
　従来の学部史とは内容・体裁

を異にするもので、中心となる

のは写真、文書、建物の図面な

どの保存資料と、それらをめぐ

る関係者の「証言」。

▷「社会学部の現在‒映像と写真に
よる2010年の記録」DVD作成
　社会学部における教育研究

や大学の各種行事などの模様

を撮影し、記録として保存する。

学生スタッフの有志も撮影に参

加している。

　また、計4回の学術講演会も

開催する予定。

　経済学部は、学部創設75周

年を記念して12月2日、「Econo

festa（エコノフェスタ）学生が読

む経済〜現実と理想〜」を開催

する。経済学部生が企画・運営

する学生版の経済学会。慶應大、

上智大や海外の大学生と、関西

経済、環境、国際、地方財政、英

語セッションなど7つのグルー

プに分かれ、日本と世界の経済

の未来を考える。

　また、経済学部94年卒の三

澤肇氏（MBS報道局記者、元同

局キャスター）や山田道子氏（サ

ンデー毎日編集長）を招き、経

済学部の教員や学生を交えた

シンポジウム「夢みるチカラ〜

現実と理想〜」も開催。

　詳細は経済学部のホームペ

ージ参照。

同窓会が海外支援ネットワークを設立

社会学部が創設50周年記念事業

経済学部創設75周年記念
学生版経済学会エコノフェスタを開催

ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
実
践

初
の「
学
生
に
よ
る
企
画
」決
定

Campus 
News

キャンパスニュース

学部・研究科 学年 代表者名 企画名

社会学部 3 渡辺 伊智 街の落書き消し

社会学部 4 西本 早希 空き店舗活性化と高齢者賑わいを同時
に達成する「歌声喫茶」の運営新企画

法学部 3 白川 あゆみ 模擬裁判員裁判の実施

経済学部 1 名久井 義久 宝塚ルネサンス・市民が作る宝塚の風物詩

経済学部 1 太田 晃太郎 ループバスプロジェクト

商学部 2 村田 冴 上ヶ原文教地区の都市景観形成活動

商学部 3 阿曽 典子 フィリピン小学校・孤児院
支援プロジェクト 輪―RIN―

商学部 4 寺澤 宏明 関西学院大学サッカースクール

人間福祉学部 2 奥 尚子 CASA de Asia
（滞日外国人就労支援カフェ）

人間福祉学部 2 中村 諒 ポリグルプロジェクト（汚水問題改善）

人間福祉学部 1 前田 高孝 タイの孤児院にサッカー場を建設する

人間福祉学部 2 福山 温子 K-ciss-G（在日インドネシア人
ソーシャルサポートグループ）

総合政策学部 4 岩崎 謙二 関西学院大学における聴覚障がい
学生支援ノウハウ継承について

総合政策学部 4 吉田 恵梨奈 フェアトレードカフェ
～フェアトレードでおくるクリスマス～

理工学部 3 戸谷 直之 学生向けプログラミングセミナーの開催

理工学部 1 諌山 慶一郎 三田ものづくり体験会

聖和大学
教育学部 2 遠藤 美帆 花いっぱいの聖和キャンパスにしよう!

聖和大学
人文学部 3 平田 小織 日本の食改革プロジェクト　関西学院大

学・聖和大学からの提案と実践

文学研究科 M2 西崎 晃輔
地域通貨・地域活動によるコミュニティー
再生への心理学的貢献－Mastery for 
Serviceの促進と効果測定－
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野田教授

学
校
、特
に
公
教
育
で
は
、ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
、文
化
祭
を
催
す
な

ど
一
つ
の
目
的
の
た
め
に
集
団
活
動
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、社
交
そ
の
も
の
を
楽

し
む
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。だ

か
ら
親
が
豊
か
な
社
交
を
も
っ
て
い
な

い
と
、子
ど
も
は
付
き
合
い
を
楽
し
む
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、よ
く
知
り
ま

せ
ん
。

　

日
本
で
の
社
交
に
は
、昔
か
ら
冠
婚

葬
祭
を
軸
と
す
る
親
族
会
が
あ
り
ま
す

が
、他
は
職
場
で
飲
み
会
が
あ
る
ぐ
ら
い

で
、社
交
の
文
化
は
貧
弱
で
す
。し
か
し
、

夫
婦
や
家
族
同
士
で
交
流
し
、会
話
や

食
事
、時
に
は
旅
行
な
ど
も
楽
し
む
よ

う
に
す
れ
ば
、子
ど
も
は
自
ず
か
ら
人
と

の
付
き
合
い
方
を
学
ん
で
い
け
ま
す
。

　

大
学
で
も
同
窓
会
が
各
地
で
活
動
し

て
い
ま
す
。多
く
の
場
合
は
年
に
1
、2

回
総
会
を
開
く
、あ
る
い
は
大
学
か
ら

講
師
を
招
き
講
演
会
を
催
す
な
ど
の
形

式
が
多
い
よ
う
で
す
。関
西
学
院
大
学

は
総
合
大
学
で
す
か
ら
異
業
種
交
流
が

で
き
ま
す
。公
設
市
場
を
運
営
し
て
い
る

人
、家
業
の
古
い
お
店
を
営
ん
で
い
る
人

な
ど
な
ど
、身
近
に
ユ
ニ
ー
ク
な
同
窓
生

が
い
ま
す
。身
近
な
人
が
自
分
の
仕
事

を
振
り
返
っ
て
、30
分
か
ら
1
時
間
く
ら

い
話
を
す
る
。そ
れ
を
肴
に
皆
で
討
論
す

る
と
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

あ
る
ご
婦
人
は
、ご
主
人
が
同
窓
会

活
動
に
熱
心
で
、夫
婦
で
よ
く
会
合
に

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。自
分
は
関
西
学

院
の
卒
業
生
で
は
な
い
け
れ
ど
、ご
主
人

が
亡
く
な
っ
た
後
も
、同
窓
生
の
集
ま
り

に
参
加
し
楽
し
ん
で
い
る
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。倶
楽
部
文
化
の
す
ば
ら
し
い

例
で
す
。

　

同
窓
会
で
は
、青
春
を
共
に
し
た
人

た
ち
が
こ
れ
ま
で
ど
う
生
き
て
き
た
か

互
い
に
話
を
し
、家
族
ぐ
る
み
で
交
流
し

あ
っ
て
い
く
。活
動
が
盛
ん
な
地
区
の
同

窓
会
は
近
隣
の
同
窓
会
と
も
交
流
を
持

ち
、面
白
い
話
し
手
が
い
れ
ば
派
遣
し
あ

う
こ
と
も
で
き
る
。子
ど
も
は
そ
う
い
う

大
人
の
姿
を
見
て
、い
ろ
ん
な
人
間
関
係

が
あ
る
こ
と
、人
と
交
際
し
て
い
く
こ
と

の
喜
び
な
ど
を
知
っ
て
い
き
ま
す
。ま
ず

は
親
が
社
交
を
豊
か
に
し
、子
ど
も
を

誘
え
ば
よ
い
の
で
す
。

　関西学院高等部の野球部が

70年ぶりに第91回全国高校野

球選手権大会に出場した。

　初戦は酒田南高（山形）に7-3

で勝利。続く2回戦は今大会優

勝した中京大中京高（愛知）と

対戦。追いつ追われつの好試合

を展開したが、4－5と惜敗した。

　甲子園球場のアルプススタ

ンドでは、野球部関係者のほか、

関西学院高等部や啓明学院高

校、報徳学園、仁川学院の吹奏

楽部や関学大のチアリーダー

部、関学の教職員や同窓生らが、

4000人を超える大応援団を組

織。高等部と中学部の生徒が青

と黄のTシャツを着て、校章であ

る新月（三日月）の人文字を作り、

「オールKG」の息の合った応援

で選手たちを後押しした。初戦

の試合終了後には、関西学院校

歌「空の翼」が流れ、関学ファミ

リーの大合唱が広い甲子園球

場に響き渡った。

　10月25日には、高中部礼拝

堂で甲子園出場記念会を開催。

野球部員、保護者、教職員が参

加した。

　関西学院は9月29日、財団法

人頴川美術館（西宮市）と連携

協力協定を締結した。期間は

2009年10月1日から12年3月

31日まで。研究資料としての館

蔵品の提供、博物館学芸員課程

の「博物館実習」でのこれまで

以上の協力や、学院各学校の芸

術関係の学外講座の実施など、

学術・研究および教育における

連携協力を図る。

　学院各学校の学生・生徒等は

入館料無料、保証人・保護者、教

職員は半額で入館可能。入館方

法は次のとおり▷学生・生徒等

=学生証・生徒証等を提示▷保

証人・保護者=学生・生徒等の

氏名、学校名（大学は学部・学科、

研究科名）、学年を窓口にある

所定用紙に記入。

のだ・まさあき
比較文化精神医学専攻。平和学「広島・長崎講
座」、ノンフィクション作家養成講座を担当。

社
交
を

　
楽
し
む

「
子
ど
も
が

人
と
の
付
き
合
い
方
で

悩
ん
で
い
ま
す
」

高等部野球部が70年ぶりに夏の甲子園出場

頴川美術館と連携協力協定を締結

野
田
正
彰

教
授
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
…
⑲
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西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
る
関
西
学
院
会
館
が

10
月
に
10
周
年
を
迎
え
た
。来

年
１
月
ま
で
、展
覧
会
や
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

誰
も
が
集
え
る
場
は

ア
ー
チ
型
の
門
が
特
徴

　

関
学
会
館
が
開
館
し
た
の
は
、学

院
創
立
１
１
１
周
年
に
あ
た
る

１
９
９
９
年
。そ
れ
ま
で
あ
っ
た
同

窓
会
館
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、同
窓
生
を
は
じ
め
在
校
生
、教

職
員
、保
護
者
、近
隣
住
民
が
キ
ャ
ン

パ
ス
に
い
つ
で
も
集
え
る
場
を
つ
く

ろ
う
と
建
設
さ
れ
た
。

　

正
門
か
ら
北
側
へ
約
50
㍍
、市
道

に
面
し
て
い
る
の
で
一
般
の
人
も
入

り
や
す
い
。外
観
は
、大
学
の
施
設
と

同
じ
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

タ
イ
ル
。ア
ー
チ
型
の
門
が
特
徴
だ
。

　

最
大
５
０
０
人
収
容
で
き
る
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
や
会
議
室
、レ

ス
ト
ラ
ン
、チ
ャ
ペ
ル
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。館
内
に
入
っ
て
す
ぐ
目

に
と
ま
る
の
が
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
模
型
。

１
９
２
９
年
、原
田
の
森
か
ら
西
宮

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
当

時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
を
再
現
し
、

公
開
し
て
い
る
。館
内
に
は
、東
山
魁

夷
の
絵
画
な
ど
20
数
点
が
常
に
展
示

さ
れ
、入
館
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
る
。

Campus 
News

キャンパスニュース
C
L
O
S
E
-
U
P❶❹

❷

❸

関
西
学
院
会
館
が
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
中
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多
彩
に
活
用
で
き
る

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
海
外
の
著
名
人
を
招
い
た

講
演
会
を
は
じ
め
、結
婚
式
の
披
露

宴
、ピ
ア
ノ
の
発
表
会
や
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
、幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ひ
そ
か
に
人
気
に
な
っ
て
い
る
の
が

「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」と
し
て
の
利
用

だ
。フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
床
や
音
を
気

に
せ
ず
踊
れ
る
ホ
ー
ル
が
ダ
ン
ス
愛

好
者
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

関
学
会
館
を
管
理
す
る
校
友
課

の
花
田
司
課
長
は「
私
た
ち
職
員

が
利
用
方
法
を
決
め
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。利
用
者
か
ら
の
要
望
で

新
た
な
利
用
方
法
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
」と
喜
ぶ
。先
月
に
は
、開
館
10

周
年
企
画
と
し
て「
上
ヶ
原
レ
ー
ル

フ
ェ
ア
」を
開
催
。卒
業
生
の
芝
池

巌
さ
ん
が
所
有
す
る
ド
イ
ツ
か
ら

輸
入
し
た
大
型
鉄
道
模
型
Ｇ
ゲ
ー

ジ
や
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
を
、ホ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
に
走
ら
せ
た
。新
た
な
企
画
は

大
成
功
で
、親
子
連
れ
や
年
配
の
方

が
多
数
詰
め
か
け
、連
日
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
た
。

年
間
10
万
人
以
上
が
来
館

情
報
提
供・発
信
の
場
に

　

一
般
の
人
に
も
利
用
し
や
す
い
の

が
レ
ス
ト
ラ
ン「
ポ
プ
ラ
」。日
替
わ

り
の
ラ
ン
チ
の
ほ
か
メ
ニ
ュ
ー
が
そ

ろ
い
、昼
時
は
、教
職
員
や
近
隣
住

民
で
満
席
に
な
る
ほ
ど
人
気
が
あ
る
。

　

２
階
の
ベ
ー
ツ
チ
ャ
ペ
ル
で
は
、毎

月
第
２
、第
４
日
曜
日
に
、日
曜
礼

拝
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員
や
学
生

の
ほ
か
、学
生
の
保
護
者
、同
窓
生

も
参
加
し
、共
に
静
か
な
祈
り
の
時

間
を
過
ご
す
。

　

開
館
２
年
目
か
ら
、年
間
の
来
館

者
は
毎
年
10
万
人
を
超
え
、関
学
関

係
者
だ
け
で
な
く
、近
隣
住
民
に
も

気
軽
に
利
用
で
き
る
場
所
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。

　

花
田
課
長
は「
関
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
は
開
放
さ
れ
て
お
り
、オ
ー
プ

ン
な
印
象
が
強
い
が
、一
般
の
人
は

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
ま
で
な
か
な
か
入

り
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
。今
後
は
、

会
館
に
く
れ
ば
、教
員
の
研
究
内
容

や
学
生
の
活
動
が
分
か
る
よ
う
な

学
院
の
情
報
提
供
・
発
信
の
場
に
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

今後の10周年企画イベント

❶レセプションホール　❷レストラン「ポプ

ラ」　❸1929年当時のキャンパスの模型　

❹アーチ型の門が特徴の関西学院会館　❺毎

年1月に開催する「阪神・淡路震災JAZZチャリ

ティーコンサート」　❻にぎわいを見せた「上ヶ

原レールフェア」

❺

❻

篠㟢裕子作品展
12月8日㊋〜11日㊎10時〜18時・輝の間

「自然のパワー」をテーマに制作する現代美術作
家のコラージュやオブジェなど約30点を展示。

弦楽四重奏レ・ラーブル演奏会
12月23日㊌・㊗14時30分〜・レセプションホール
クリスマスの音楽を演奏。入場料1,000円。

阪神・淡路震災
JAZZチャリティーコンサート
2010年1月17日㊐14時〜・レセプションホール
15年前の阪神・淡路大震災の被災者の復興のた
めに、卒業生を中心に関西のジャズシーンで活躍
するミュージシャンによるチャリティーコンサート。今
回で9回目。入場料3,500円（予定）。

問い合わせ
校友課 20798-54-6010

19



法科大学院生が
法律相談（無料）に乗ります！
　関西学院大学法科大学院では、授業の

一環としてリーガルクリニック（法律相談）

を実施しています。将来、弁護士や検察

官、裁判官などの法律専門家を目指す学

生が、ベテラン弁護士教員指導のもと無

料で法律相談に乗ります。

　未払い給与等を請求したいが少額の

ため弁護士費用等をかけると割に合わな

い、相続などの財産管理でもめごとが起

こらないように今から対策をとっておきた

い、マンションを借りているが家主が修繕

に応じてくれない、など多様な法律相談

に応じます。なお、授業の一環で実施しま

すので、教育目的に適わない相談はお断

りさせていただく場合がありますので、ご

了承ください。

▷実施期間等=授業期間中（10月2日〜

12月18日）の金曜（一部の日を除く）15

時20分〜17時（完全予約制）

▷場所=西宮上ケ原キャンパス法科大学

院棟内

予約・問い合わせは20798-54-1927

関学ラジオ番組
「アイデアカプセル」
　ラジオNIKKEI、インターネットで放送

中の教養番組「アイデアカプセル」の11

月以降の講師が決まりました。放送は毎

週金曜22時30分〜22時45分。同社ホー

ムページ（http：//blog.radionikkei.jp/

kwangaku/）からは、過去収録分をすべて

お聴きいただけます。

▷11月=北村昌幸・文学部准教授「中世武士

列伝」▷12月=和田充夫・商学部教授「アート

とマーケティングの遭遇」▷1月=荏原明則・

司法研究科教授▷2月=東田啓作・経済学部

教授▷3月=難波功士・社会学部教授

アドベント礼拝
─クリスマスツリー点灯
▷日時=11月30日㊊18時30分
▷場所=西宮上ケ原・中央芝生、神戸三田・
ランバス記念礼拝堂、西宮聖和・1号館前

オルガンコンサート
＂The Sound of Christmas＂
▷日時＝12月1日㊋16時50分
▷場所=西宮上ケ原・ランバス記念礼拝堂

ランバス演奏会
「クリスマスコンサート」
▷日時=12月3日㊍17時
▷場所=西宮上ケ原・ランバス記念礼拝堂
▷内容=うた・平井満美子、リュート・佐野健二

ハンドベルクワイア
クリスマスコンサート
▷日時=12月8日㊋18時30分
▷場所=西宮上ケ原・ランバス記念礼拝堂

大阪梅田キャンパスクリスマス
クリスマスの調べ
▷日時=12月9日㊌17時
▷プログラム=関西学院ハンドベルクワイ
アによる演奏（17時、アプローズタワー1

階エントランスホール）、グルーベル院長
によるメッセージ（18時、大阪梅田・1405
教室）

関西学院クリスマス礼拝
─音楽で祝う降誕
〈神戸三田〉
▷日時=12月10日㊍18時30分
▷場所=Ⅵ号館101号教室
〈西宮上ケ原〉
▷日時=12月17日㊍17時
▷場所=中央講堂、中央芝生

クリスマスコンサートin三田
▷日時=12月12日㊏13時
▷場所=神戸三田・ランバス記念礼拝堂
▷内容=バイオリン・平井誠　ほか

関西学院聖歌隊
ファミリーコンサート
▷日時=12月12日㊏14時30分
▷場所=西宮上ケ原・ランバス記念礼拝堂

ゴスペル クリスマスライブ
─関西学院ゴスペルクワイアPOV
▷日時=12月14日㊊18時30分
▷場所=西宮上ケ原・ランバス記念礼拝堂

関西学院聖歌隊
キャンドルライトサービス
▷日時=12月15日㊋18時30分
▷場所=西宮上ケ原・ランバス記念礼拝堂

バロックアンサンブル
クリスマスコンサート
▷日時=12月21日㊊18時40分
▷場所=西宮上ケ原・ランバス記念礼拝堂

関西学院クリスマス
at ザ・シンフォニーホール
▷日時=12月22日㊋18時30分
▷場所=ザ・シンフォニーホール（大阪市北区）
▷チケット=2,000円（大学生協・チケット
ぴあで販売）

関西学院聖歌隊
「メサイア」コンサート
▷日時=12月23日㊌㊗18時30分
▷場所=西宮上ケ原・ランバス記念礼拝堂

聖和キャンパスクリスマス
―音楽で祝う降誕―
▷日時=12月23日㊌㊗18時30分
▷場所=西宮聖和・山川記念館メアリーラ
ンバスチャペル

お知らせ

関西学院クリスマス行事 問宗教センター 20798-54-6018
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※お寄せいただいた個人情報は、企
画の参考およびプレゼントの発送に利
用し、それ以外では利用いたしません。

　

時
計
台
の
前
に
広
が
る
中
央
芝

生
、仲
間
と
集
う
学
生
た
ち
…
。

関
学
生
な
ら
す
ぐ
目
に
浮
か
ぶ

キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、芝
生
の
周
り
に
あ
る
背
の
高
い

ヤ
シ
の
木
だ
ろ
う
。

　

こ
の
多
く
は
30
年
ほ
ど
前
、西

宮
市
の
香
櫨
園
浜
に
あ
る
西
宮
回

生
病
院
か
ら
移
植
さ
れ
た
。病
院

の
建
て
替
え
工
事
の
際
に
、当
時

の
菊
池
院
長
か
ら「
関
学
に
あ
っ
て

こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
」と
寄
贈
さ
れ
た

と
い
う
。

　

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
に
点
在
す
る

建
物
の
様
式
で
あ
る
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ・

ミ
ッ
シ
ョ
ン・ス
タ
イ
ル
の
校
舎
と
あ

い
ま
っ
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
南
国
の
よ

う
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　

木
は
ヤ
シ
科
ワ
シ
ン
ト
ニ
ア
属
ワ

シ
ン
ト
ン
ヤ
シ
で
、宮
崎
県
や
鹿
児

島
県
な
ど
で
生
産
さ
れ
る
。耐
寒

力
が
強
く
、都
市
環
境
に
も
強
い

た
め
、街
路
樹
な
ど
に
も
利
用
さ

れ
て
い
る
。移
植
当
時
か
ら
樹
高

が
1
・
5
倍
ほ
ど
に
伸
び
た
木
も

あ
る
そ
う
だ
。

緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

南
国
の
雰
囲
気

　広報室では、本誌に対する読者の皆さまのご意見、ご感想などをお待ちして
います。今号で興味深かった記事やこんな特集をしてほしいなどのご希望があ
ればお寄せください。
　今回は、2010年関西学院オリジナルカレンダーを10名様にプレゼントします。
　標題に「ポプラ秋号プレゼント応募」と明記の上、①〒・住所②氏名③電話
番号④本誌へのご意見・ご感想を記入して、関
西学院広報室「ポプラ」編集係（下記参照）まで、
はがき、FAX、電子メールでお寄せください。締め
切りは12月10日㊍必着。当選は発送をもってか
えさせていただきます。

　関西学院初等

部では、異年齢交

流「エルダーズ・シ

ステム」を導入し、

運動会の練習、

水泳の授業などさ

まざまな行事で大

学生からサポート

を受けながら、人間関係のあり

方などを学んでいる。

　高等部や中学部が古くから取

り入れている「ビッグブラザーズ

システム」の初等部版で、7月下

旬に2、3、4年生が実施した夏

のキャンプで「エルダーズ」の大

学生7人が児童と交流した。

　徳島県阿南市で行われた3

年生の自然体験キャンプでは、

エルダーズの学生3人が2泊

3日の間、児童と同じ部屋に泊

まって生活を共にした。入浴指

導も学生が担当。岡島広明さ

ん（文学部3年生）は、「最初は

ぎこちなかったけど、自分から声

をかけてみると、大学で何してる

の、などといろいろ質問されまし

た」と話し、「自分を頼りにしてく

れるのがうれしかった」と喜ぶ。

ヨットやカヌーの体験プログラム

では、大学のヨット部員も参加し

てサポートした。

　初等部のエルダーズ担当の

板東正教諭は「児童からはやさ

しい・楽しい・おもしろいと好評

で、あんなお兄さん、お姉さんに

なりたいという声もあがってい

る。目の前に目標とする人がいる

と、子どもたちも成長する」と効

果を認め、「1回限りでなく、顔を

覚えてくれるほど継続的に来て

もらえるように充実させていきた

い」と期待している。

　博物館開設準備室は、西宮上

ケ原キャンパスで展覧会「原野

コレクションⅡ・EX LIBRIS（蔵

書票）―夢二から現代作家まで

―」を開催している。蔵書票コレ

クターとして知られる原野憲吉

氏から寄贈された中から、今回

は大正から現代に至る蔵書票

を紹介する。入場無料。

▷期間等=12月18日㊎まで。時

間は10時〜16時30分。日曜、

祝日は休館

▷場所=関西学院大学西宮上ケ

原キャンパス時計台2階展示室

▷問い合わせ=博物館開設準

備室20798-54-6054

〒662-8501
西宮市上ケ原一番町1-155
関西学院広報室

「ポプラ」編集係
▶FAX 0798-51-0912
▶メールアドレス
kg-poplar＠kwansei.ac.jp

時計台2階で
展覧会開催中

ご意見、ご感想をお寄せください

Campus 
News

キャンパスニュース

エルダーズ・システム
夏のキャンプでも大学生が活躍

関学
カプセル

その④

K w a n g a k u  C a p s u l e

ヤシの木
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ブック・セレクト

人物でたどる礼拝の歴史
神田健次神学部教授共著
日本キリスト教団出版局

情報人類学の射程
フィールドから情報社会を読み解く

奥野卓司社会学部教授著
岩波書店

現代社会と家庭動物
動物愛護社会化検定専門級試験

公式テキストブック
奥野卓司社会学部教授共同監修、

中島定彦文学部教授共同執筆
ペピイ

文化遺産と現代
荻野昌弘社会学部教授共同執筆

同成社

コスプレする社会
サブカルチャーの身体文化
難波功士社会学部教授共著

せりか書房

日本の民俗信仰
島村恭則社会学部教授共同執筆

八千代出版

世界中のアフリカへ行こう
〈旅する文化〉のガイドブック

鈴木慎一郎社会学部教授共著
岩波書店

はじめて出会うカナダ
櫻田大造法学部教授・

大岡栄美社会学部助教共著
有斐閣

関西学院大学産研叢書（33）
ビジネス・イノベーション・システム

能力・組織・競争
土井教之経済学部教授編著、野瀬正治

社会学部教授・古川靖洋総合政策学部教授・
安田聡子商学部准教授・玉田俊平太経営

戦略研究科准教授・宮田由起夫商学部教授・
Holger BUNGSCHE商学部准教授共同執筆

日本評論社

基本から学ぶ地方財政
小西砂千夫経済学研究科教授著

学陽書房

シリーズ流通体系4
地域商業の競争構造
石原武政商学部教授共編著

中央経済社

現代数理入門
宮西正宜理工学部客員教授共編著、

西谷滋人理工学部教授・小谷眞一理工学部
教授・川中宣明理工学部教授・増田佳代

理工学部教授・巳波弘佳理工学部准教授・
井坂元彦理工学部准教授共同執筆

関西学院大学出版会

会計制度（四訂版）
山地範明経営戦略研究科教授著

同文舘出版

アジア・バロメーター
南アジアと中央アジアの価値観

真鍋一史名誉教授分担執筆
明石書店

Cooperation in Classification 
and Data Analysis
真鍋一史名誉教授分担執筆

Springer

教職員の新刊

　

キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
1
9
9
7
年
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
い
た
研
究
と
教
育
の
充
実
を
目

指
し
て
設
立
さ
れ
た
。本
書
は
紛
争
、テ
ロ
リ
ズ
ム
、環
境

破
壊
、経
済
格
差
、差
別
問
題
、人
権
侵
害
、生
命
倫
理
問

題
な
ど
、現
代
世
界
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
キ
リ
ス
ト
教

の
視
点
か
ら
分
析
、キ
リ
ス
ト
者
や
キ
リ
ス
ト
教
会
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
の
理
論
と
実

践
を
解
明
し
て
い
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
と
平
和
」に
関
す
る

領
域
か
ら
、現
代
の
平
和
構
築
を
考
え
る
の
に
重
要
な
主

題
、用
語
、人
名
を
精
選
し
、1
4
4
項
目
に
つ
い
て
86
人

が
寄
稿
し
て
い
る
。

　

出
版
に
あ
た
っ
て
、国
際
協
力
機
構
の
緒
方
貞
子
理
事

長
が「
共
生
を
求
め
て『
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
、ロ
ー
カ
ル

に
活
動
す
る
』た
め
に
も
、『
キ
リ
ス
ト
教
平
和
学
事
典
』

の
刊
行
は
タ
イ
ム
リ
ー
で
貴
重
で
あ
る
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
て
い
る
。

　

地
域
貢
献
は
、研
究
・
教
育
と
並
ぶ
大
学
の
大
き
な
使

命
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。大
学
は
、地
域
に
お
い
て
行

政
や
企
業
と
の
中
間
組
織
と
し
て「
地
域
に
つ
い
て
考
え
る

場
」と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。大
学
が
地
域
に

あ
る
こ
と
で
、優
秀
な
人
材
も
集
ま
る
。

　

本
書
は
、地
域
と
の
連
携
の
な
か
で
、ア
メ
リ
カ
の
大
学

が
い
か
に
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、そ
れ
を
地

域
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
産
業
を
発
展
さ
せ
て

き
た
か
、事
例
研
究
を
通
じ
て
考
え
て
い
る
。

　

取
り
上
げ
る
事
例
は
、ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
、マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
と
ボ
ス
ト
ン
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。各
大
学
の
歴
史
や
地
域
性
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
が
、産
学
連
携
事
業
を
推
進
す
る
な
か
で
行
わ
れ
た

教
員
の
意
識
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
、大
学
が
発
展
す
る
た
め
に
必
要
な
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
反
省
は
相
手
の
た
め
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。侵
略
戦

争
の
反
省
も
、私
た
ち
の
社
会
を
正
常
に
し
て
い
く
、他
の

社
会
と
対
等
な
交
流
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
く
、た
め
で

あ
る
」（
第
4
章
）

　

月
刊
誌『
世
界
』（
岩
波
書
店
）の
連
載「
虜
囚
の
記
憶
を

贈
る
」（
2
0
0
7
年
8
月
号
～
2
0
0
8
年
12
月
号
）に

加
筆
し
て
出
版
し
た
。著
者
は
、中
国
・
台
湾
を
訪
ね
、15
年

戦
争
時
に
日
本
に
強
制
連
行
さ
れ
た
男
性
や
日
本
軍
に
性

暴
力
を
受
け
た
女
性
た
ち
の
体
験
と
今
日
ま
で
の
生
活
を

聞
き
取
り
、全
12
章
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

こ
の
本
の
中
で
、著
者
は
常
に
共
感
す
る
力
を
問
う
て

い
る
。幸
せ
な
日
常
を
突
如
奪
わ
れ
た
被
害
者
た
ち
が
な
ぜ

「『
世
の
中
で
最
も
悪
い
人
間
は
日
本
人
。最
も
良
い
人
間

も
日
本
人
』と
話
し
あ
っ
た
」（
第
1
章
）の
か
。本
書
を
通

し
て
彼
ら
の
記
憶
に
耳
を
傾
け
、考
え
て
み
た
い
。

関西学院大学キリスト教と
文化研究センター編

教文館
450頁 8,000円+税

2009年9月25日

キ
リ
ス
ト
教
平
和
学
事
典宮田由紀夫（商学部教授）著

中央経済社
229頁 2,600円+税

2009年7月15日

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
学
の
地
域
貢
献

産
学
連
携
の
事
例
研
究

野田正彰（学長直属教授）著
みすず書房

303頁 3,200円+税
2009年6月25日

虜
囚
の
記
憶
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王女は彼をモーセと名付けて言った。「水の中

からわたしが引き上げた（マーシャー）のです

から。」　　　　　　  （出エジプト記2章10節）

　旧約の最初の五つの書物はユダヤ教で「ト

ーラー」と呼ばれその信仰の核となる書物です

が、それがモーセによって書かれたということで

「モーセの五書」とも言われます。それほどモ

ーセという人物の存在は大きなもの、人類の祖

となったアダムとエバ、イスラエル民族の族長

とされるアブラハムやイサク、ヤコブたちの生

涯が、創世記の一部分でしか扱われないのに、

モーセの生涯は旧約の二番目の書、出エジプ

ト記の最初から五番目の申命記までを通じて

描かれます（実は『申命記』の最後のところはモ

ーセ自身の死と埋葬のことも書かれています

ので、ではこれは誰が書いたのという論争も生

まれたのですが）。

　彼はエジプトに寄留していたヘブライ人の

家庭に生まれます。その時代エジプト人はヘブ

ライの民を酷使し、母親はなんとかその子の命

を守ろうと、かごにその子をいれてナイル河に

流します。そのかごはエジプト王女に拾われ、

彼はエジプト宮廷で育てられます。しかしその

宮廷で、正義感に駆られた結果とはいえ殺人

を犯して宮廷を去り、ミデアンの砂漠で羊飼い

に身をやつします。そのときに神と出会い、エ

ジプトからヘブライ人たちを解放する使命を

与えられるのです。その実現のためにモーセ

はエジプト王と、奇跡などもまじえて交渉を重

ね、なんとかエジプトからの脱出を達成した！

と思う間もなく、エジプト王は心変わりしヘブラ

イ人を追跡したのです。その追っ手に紅海の

海辺まで追い詰められたとき、モーセの祈りに

応えた神が海を分けるという奇跡が起こり、ヘ

ブライ人は約束の地カナンを目指して旅を続

けます。その荒野の旅の途中に神に不信を抱

いた民は、モーセがシナイ山に神からの掟「十

戒」を与えられている間、金の子牛を礼拝する

ということによって神の怒りを買い、その後40

年にわたって民全体が荒野を放浪することに

なります。その間もモーセは民を導きつつイス

ラエル社会の基本的法を与えられるなどして、

ようやく約束の地カナンを目前にする場所に到

り、そこで生涯を閉じるのです。彼は「120歳」

で死んだ（申命記34章10節）と言われていま

すが、40年の荒野の放浪を考えると、彼がエ

ジプトを脱出したのは80歳ということになりま

すね。

　この文字通り波乱万丈の生涯を貫く大きな

物語のテーマは、その「モーセ」という名前その

ものにあるようです。弱く小さな存在として生き

ることの厳しさ、苦しみを負わされつつ、生涯

の最後までその場から引き出され、解放される

ことの喜びと希望を示し続けるという存在だっ

たのです。

モ
ー
セ

教
育
学
部
教
授
・
宗
教
総
主
事　

田
淵  

結

ま
た
今
度
の
日
曜
日

編 集 後 記
●
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
で
き

て
ま
も
な
く
一
年
に
な
り
ま
す
。学
院
を

担
う
我
々
教
職
員
は
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
実

現
さ
れ
て
い
る
か
常
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
久
）

●
関
学
で
甲
子
園
と
い
え
ば
ア
メ
フ
ト
で

す
が
、悲
願
だ
っ
た
高
等
部
野
球
部
の
甲

子
園
。こ
の
夏
、関
学
野
球
が
し
っ
か
り
関

学
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。高
等

部
だ
け
で
な
く
オ
ー
ル
関
学
が
ス
タ
ン
ド

で
、T
V
の
前
で
声
援
を
送
り
ま
し
た
。み

ん
な
関
学
が
好
き
な
ん
で
す
ネ
。（
川
）

●
学
院
史
編
纂
室
に
は
、4
人
の
院
長
に

ま
つ
わ
る
品
が
数
々
残
っ
て
い
ま
す
。寄
贈

さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、遺
族
に
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
様
子
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。（
信
）

●
本
誌
で
も
お
馴
染
み
の
野
田
正
彰
教
授

の
教
育
講
演
会
を
全
国
各
地
で
開
催
し

ま
し
た
。保
護
者
の
方
に
も
多
数
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。（
い
）
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